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向
き
合
っ
て
い
く
医
療
も
求
め
ら
れ
ま
す
。
要
は

頼
る
所
も
な
く
逃
げ
場
も
な
い
、
医
師
と
し
て
の

力
量
が
試
さ
れ
る
場
、
そ
れ
が
当
セ
ン
タ
ー
の
特

徴
で
あ
る
と
い
え
ま
す
」

髙
尾
院
長
は
、
医
師
や
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
だ
け

で
は
な
い
、
看
護
師
や
医
療
事
務
ス
タ
ッ
フ
な
ど
、

医
療
に
携
わ
る
全
国
の
人
材
に
、「
こ
こ
種
子
島
医

療
セ
ン
タ
ー
に
興
味
を
も
っ
て
飛
び
込
ん
で
来
て

欲
し
い
」
と
呼
び
か
け
る
。「
私
自
身
も
こ
こ
に
き

て
10
年
程
で
す
が
、
と
て
も
快
適
に
過
ご
す
こ
と
が

で
き
て
い
ま
す
。
こ
こ
の
方
々
は
皆
、
違
う
価
値
観

や
文
化
を
す
ぐ
に
受
け
入
れ
る
多
様
性
が
あ
っ
て

温
か
く
、
食
べ
物
も
驚
く
ほ
ど
美
味
し
く
、
都
会
で

は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
価
格
で
立
派
な
家
に
も

住
め
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
も
当
た
り
前
の

時
代
で
す
し
、
離
島
暮
ら
し
の
デ
メ
リ
ッ
ト
は
本
当

に
少
な
く
な
り
ま
し
た
」

種
子
島
の
魅
力
を
力
説
す
る
髙
尾
院
長
だ
が
、
実

際
種
子
島
は
今
、
人
口
が
増
え
て
お
り
、
注
目
す
べ

き
は
、
女
性
が
一
生
の
う
ち
に
子
ど
も
を
産
む
数
を

示
す
出
生
率
の
高
さ
。
種
子
島
は
子
育
て
支
援
制
度

が
充
実
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
全
国
で
も
上
位
の

数
値
を
記
録
。
子
ど
も
の
人
口
も
着
実
に
増
え
て
い
る
の
だ
。「
当
セ
ン
タ
ー
で
も
３
名
の
小
児
科
医
を
配
し
て
、

子
ど
も
に
も
手
厚
い
医
療
を
届
け
ら
れ
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
」

今
後
ま
す
ま
す
人
口
増
が
見
込
ま
れ
る
種
子
島

「
全
て
の
面
で
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
、
島
内
医
療
の
完
結
を
よ
り
強
固
な
も
の
に
し
て
い
き
た
い
」

「
今
後
種
子
島
は
、
ま
す
ま
す
の
人
口
増
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
」
と
話
す
髙
尾
院
長
。
そ

の
一
因
が
馬
毛
島
の
自
衛
隊
基
地
建
設
だ
。
馬
毛
島
は
、
種
子
島
・
西
之
表
市
に
属
す
る
、
同
市
か
ら
約
10
㎞
離

れ
た
無
人
島
。
こ
こ
に
航
空
自
衛
隊
の
基
地
を
立
ち
上
げ
る
べ
く
、現
在
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
。「
現
状
、

建
設
関
係
者
の
移
住
に
よ
る
人
口
増
も
あ
り
ま
す
が
、
完
成
後
に
は
自
衛
隊
員
と
そ
の
家
族
も
大
勢
種
子
島
に
移

り
住
ん
で
く
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
に
対
応
す
べ
く
医
療
面
に
お
い
て
、
我
々
種
子
島
医
療
セ
ン
タ
ー
が
し
っ
か
り

と
し
た
受
け
皿
を
構
築
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

人
口
増
が
見
込
ま
れ
る
種
子
島
エ
リ
ア
に
お
い
て
、
今
後
ま
す
ま
す
大
き
な
役
割
が
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
種

子
島
医
療
セ
ン
タ
ー
。

同
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
離
島
僻
地
医
療
は
、
人
材
・
設
備
な
ど
の
医
療
資
源
が
乏
し
い
こ
と
か
ら
、

適
切
な
医
療
を
受
け
る
た
め
に
、
航
空
機
や
ヘ
リ
を
使
っ
て
本
島
の
病
院
へ
行
く
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
が
珍
し
く
な

い
。
そ
う
し
た
中
で
髙
尾
院
長
は
、「
離
島
僻
地
医
療
の
常
識
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
医
療
機
関
が
こ
こ
、
種
子
島

医
療
セ
ン
タ
ー
で
す
」
と
自
信
を
見
せ
る
。

「
私
は
こ
こ
に
赴
任
す
る
ま
で
、
日
本
だ
け
で
は
な
く
、
世
界
中
色
ん
な
病
院
で
勤
務
し
て
経
験
を
積
み
ま
し
た

が
、
医
療
機
関
で
大
事
な
の
は
場
所
で
は
な
く
そ
の
病
院
で
何
が
で
き
る
か
、
特
徴
を
し
っ
か
り
打
ち
出
せ
て
い

左から2人目：理事長。4人目：会長（創始者）。5人目：髙尾院長。
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髙尾　尊身 （たかお・そんしん）
1949 年生まれ。福岡県出身。
1973 年、鹿児島大学医学部卒業。
1974 年、鹿児島大学医学部外科学第一講座入局。
1978 年、Iran-Japan Petrochemical Company Limited（イラン）海外医療勤務。
1979 年、イラン革命を経験して帰国。
1987 年、鹿児島大学医学部助手（第一外科）。
1992 年、米国留学：ボルチモアのジョンズ・ホプキンス大学医学部外科学講座
1997 年、鹿児島大学医学部・助教授（第一外科）肝胆膵外科。
2003 年、鹿児島大学・生命科学資源開発研究センター 教授。
2004 年、放送大学客員教授（2004.4 ～ 2009.3）
2005 年、鹿児島大学フロンティアサイエンス研究推進センター 教授。癌再生医療学分野 教授（兼任）。
2014 年、社会医療法人義順顕彰会　種子島医療センター病院長就任（2014.4 ～現在）。鹿児島
大学先端医療開発分野　特任教授（～ 2016.3）。 鹿児島大学革新的治療開発研究センター客員教
授（2014.4 ～現在）。鹿児島大学病院臨床教授（2017.4 ～現在）。消化器・乳腺甲状腺外科学客
員研究員（2014.4 ～現在）。

【所属・活動】
日本外科学会会員（認定登録医）。日本消化器外科学会（指導医）。日本消化器病学会会員（専門
医）。日本肝胆膵外科学会（特別会員）。日本ヒト細胞学会（監事・編集委員）。日本癌治療認定医。
緩和ケア認定医。認知症サポート医。鹿児島地方裁判所専門委員。

所 在 地 〒 891-3198
鹿児島県西之表市西之表 7463
TEL 0997-22-0960
FAX 0997-22-1313

アクセス 鹿児島空港から種子島空港まで飛行機で約 40
分、種子島空港から現地まで車で 30 分
鹿児島港（南埠頭）から種子島港（西之表港）
まで高速船で約 1 時間 35 分、種子島港（西之
表港）から現地まで車で 5 分
種子島・屋久島交通　空港線「松畠」停留所
より徒歩約 2 分
大和交通　空港線「松畠」停留所より徒歩約 2 分

設 立 1969 年

診療内容 循環器内科、呼吸器内科、消化器内科、神経内科、総合診療科、一般内科、糖尿
病内科、肝臓内科、血液内科、心療内科、泌尿器科、消化器外科、肝胆膵外科、
乳腺・甲状腺外科、整形外科、脳神経外科、小児科、皮膚科、耳鼻咽喉科、眼科、
麻酔科、腎臓内科（透析）、リハビリテーション科、ペインクリニック

診療時間 〈月～土〉9：00 ～ 12：30、14：00 ～ 17：00　   〈休診日〉日・祝

院長挨拶 種子島は、鉄砲伝来の歴史と最先端科学の象徴であるロケット基地、そして美し
い大自然が同居する稀有な島です。私は、平成 26 年 4 月からこの種子島の中核
医療を担う義順顕彰会・種子島医療センターに赴任いたしました。
種子島の離島医療は、田上容正先生によって創設された小さな診療所から始まり、
住民のニーズに合わせて診療科目を増設しながら、50 年の間に総合病院へと発展
してきました。リハビリテーションセンターの設置、在宅療養のサポート、高齢者、
障害者に対する在宅医療支援など、地域密着医療の実践に並々ならぬ努力と忍耐
が費やされてきたことは想像に難くありません。これまでの種子島医療センター
の医療活動は、この地における中核医療機関としての役割を十二分に果たしてき
たと言っても過言ではないでしょう。

https://tanegashima-mc.jp/

熊野海水浴場熊野海水浴場
星流峡星流峡

鉄浜海岸鉄浜海岸

田ノ脇鼻南小島田ノ脇鼻南小島

雄龍・雌龍の岩雄龍・雌龍の岩

天女ヶ倉公園天女ヶ倉公園
種子島開発
総合センター
「鉄砲館」

種子島開発
総合センター
「鉄砲館」

種子島空港
（コスモポート種子島）
種子島空港
（コスモポート種子島）
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　種
子
島
医
療
セ
ン
タ
ー

る
か
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
点
種
子
島
医
療
セ
ン

タ
ー
は
離
島
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
救
急
、
手
術
、

検
査
、
リ
ハ
ビ
リ
、
ど
こ
を
と
っ
て
も
都
会
の
病
院
と

何
ら
遜
色
の
な
い
高
度
な
医
療
を
提
供
で
き
る
体
制
が

整
っ
て
い
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
に
、
僻
地
・
離
島

で
あ
っ
て
も
都
会
と
同
じ
よ
う
な
医
療
環
境
を
構
築
す

る
こ
と
は
十
分
に
可
能
な
の
で
す
」

こ
う
話
す
髙
尾
院
長
は
、「
今
後
、
全
て
の
面
に
お
い

て
も
っ
と
も
っ
と
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
き
、
島
内
完
結

の
医
療
を
よ
り
強
固
な
も
の
に
し
て
い
き
た
い
」
と
、
更

な
る
未
来
を
見
据
え
る
。

「
高
度
な
医
療
提
供
体
制
の
構
築
と
と
も
に
、
種
子
島
医

療
セ
ン
タ
ー
の
良
さ
、
特
徴
と
い
っ
た
も
の
を
全
面
に
押

し
出
し
て
、
誰
も
が
こ
こ
で
働
き
た
い
と
思
え
る
唯
一
無

二
の
医
療
機
関
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
。
そ
れ
が
私
に
課

せ
ら
れ
た
使
命
で
す
」

〝
全
て
は
島
に
住
む
人
々
の
健
康
の
た
め
、
そ
し
て
幸

せ
の
た
め
〞。
髙
尾
院
長
の
飽
く
な
き
挑
戦
は
今
後
も
続

い
て
い
く
。

地域の中学生が作成した「コロナに負けない」の横断幕の前で記念撮影
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